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Testmaterialien 

1) ρa-< 10.fach川 ・dii1111te,Wt11b白山ili11,Tbl. 

Dies ist so bergestellt, wie in der I. l¥Iitteilung angegeb巴n.

.!) Ver. 

D礼s10fach verdlinnte Alttuberkuli『1baben明・irin 7 glei仁heτ、巴ilegeteilt, von denen 

巴in巴rster’l'eilals das originale Tuberkulin mit der Abkurzung Tlil, wie oben erwabnt, 

zur Priifung herang巴zogenwurde. I〕ieUbrigen Teile baben ¥1・ir in einem bei 1m°C 

siedenden ＼＼＇~1.sserbade des weiteren ro, 20, 30, ＋つ， 50 uncl 60 l¥finuten Jang abgekocbt 

und je nacb cler Abkocbungszeit mit cler Abkiirzung Tb!K10'-6o' zur Priifung herange・

zogen. Die Testmasterialicn wiesen wecler eine Trli.hun『 nocheinen Niederscbla2' auf, 
市

的 n'Jern bleib巴n11ie Tb! w江sserkla1.

Versuchsanordnung 

¥¥'ir haben die Ein日i.isseder Testmaterialien auf die in dcr Blutbahn normale1・

:¥leer scbweincJir,n yor sich gebencle norm ale Pha品。zytr肘ぞ von Staphylokokkcn n江ch

H.811ク川rngepriift und di<:> in 1; 1¥gencl巴 Tabellezusammengestellten r'.rgcbnisse erhaltcn・
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Tabelle I 

Das Verhallen der Ahkochungszcit von Alttukrkulin zu seiner die normale !'ha日u1ylose

h旧おいphylokokkenin deγBlutbahn normaler Meerochweinchen fOrdernden ¥¥'irkung 

Abkoch川 tbei lい凶
rno°C m ¥Tmuten g y 

一一一一

r .eukozytose I王oefizientdcr 
Plrngoχytose 

。 36,1 115 5・5
IO 47,4 I 14 i、7

20 65,4 Ill 10,6 

311 61,0 97 I0,7 

40 52,8 107 8・コ回

50 504 107 8,2 

60 47・3 97 9,0 

Zusammenfassung 

J~~:J 

r) Die optimale Abkochungszeit des Kochschen Alttuberkulins zur Vernichtung 

des Irnpedins und sornit zur totalen Regenerierung der clarin enthaltenen antigenen 

人viclitatstellte sich als 20-30 l¥Iinuten heraus. 

2) Durch Phagozytat ausgedriickt, verhielt sicb die antigene A viditat々 on Tb! zu 

der von TbJK2o' "・ie 100 : r 8 r. 

3j Was die 'J唱O】＜izitatanbetri仔t, so vern 

abg巴kochtenTuber七rlin,W江吋 j乱 aus de日1Gra〔1der d乱<lurchh巴i‘beigefi白hrten Hyper-

l巴ul主ozytoseersichtlich ist 

+) Die infolge des I mp巴dinsbewerkst巴IligteParalysierung der人ntigenm・iditatbeirn 

Kochschen Alttuberkulin !asst sich durdh seine Abkochung bei roo°C wahrend 20-

30 l¥fin. spurlos beseitigen, wobei die Toxizitat mehr ouer weniger herabgesetzt 1Yircl. 

5) Auch clas Alttuberkulin unterli巴gtsomit cler Torilcαtaschen Impeclinlehre. 

(Autorefer:H) 

1. 緒言

余等ハ者1；ニ針黄色簡萄紙球菌試験管内喰菌作用（第H長）並ピニ動物艦内喰菌作用（第ヨ

報）ヲ指標トシテ奮Lツベルクリン 1J含有ス JレLイムペヂン寸ヲ立誼シ得タリ。然ラバ告しツ

ペJレクリン寸／合有ス Jレしイムペヂン寸ハ揖氏100度／重渇煎 ~r-1 ニテ幾何時間煮沸セラル、事

ーヨリ元企ニ破却サレ fr;}- ；レカ換C~－スレノ；·~／｛ L ツベルクリン1ハ差是イ可時間煮沸セラルレパ L イ

ムペヂン寸ヲ絶針ニ含？スコ而jモ抗原性能働力ハ完全ニ保存サレ居Jレ理想的抗原トナリ f'J

）~ ヤカ＼必要ナル研究事項ナリ。是レ本校；＇；·アル所目、ナリ。

2. 賓験材料

C1｝ 賓験動物

関東300瓦内外ノ新鮮雄rf:H＇冥ヲ用ヒタリ。

(2）原Lツベルタリシつ及ヒ．各煮Lツベルタリシ1



l'.?R-1 日木外科賓耐第 10 谷本 5 波

に日イャ~i?Jum此 l(J千ト~~＇1:; f,J i i(: /i/j·;tf~しツベ、 Jレクリン寸（’民法日附19:32年7月山H，有故期間1 ヶ

'I"> ヲ0.5%fi炭酸11110.幻%食1;),f:!)Zニテ101:''rニ稀楳シ， ソノ 1部ハ原液トナシア保存シ成徐

ヲベ’古今シテ作ノ煮沸時間ヲ時重ニ分チタリ。印チ揖氏1001主ニ沸騰シツ、ア）1.-重湯煎巾ニ

テ煮沸スルコト 10分， ：W分， 30分， -iO分， 50分及ピ60分トス。

！！日しツペ Jレクリン「 ｝~ i' （キ煮しツペJレクリン「共ニ；：＇1＇？褐色透明ノ波韓ニシテ i!l:1~1 ヲ見ス＇o

13 菌；凌

黄色葡萄欣球菌48時間土庁主l寒ノ（1J;+11'riヲOろ%石炭酸力n0.85%食間水ニ浮i佐セシメタルモ

ノヲ揖氏601主ニテ30分加熱殺菌シ市Ii記食蹄＊ヲ以テ3固定心沈樵セリ 0 ＇，主的、ィピ 1.0；／＇毛ヲ日 iEJ

教授沈澱計ニア1分間約2500廻轄ノモトニ30分間違心シタ Jレニ約3度目印チ 0.0021詫ノllii開

ヲfうタリ。

3. 費験方法

外wn広i宛ヨリナ ）｝， JJ民ノ 711干ヲ用立シ先ヅ各海槙ノ後肢皮下静脈ヨリ探血シテ rT：常時血

流草fic;d1'i1可白血球絶針数ヲ計算シ，同時ニ血液設抹標本ヲ作県セリ。

＇.~！i ）レ後第1群ユハ）！；（L ツペルクリン寸， j正｝ :2ttlユハ10分煮LツペJレクリン寸，第3群エハ20分煮ー

，＿ツペルタリン「，：·~q市エハ30分煮しツペ Jレクリン「，第5群ユハ40分煮Lツベルクリン ·i, ~伊；

群ニノ、5Q分煮LツペJレクリン＇， :;;}7市ニノ叶iO分煮LツペJレクリン寸’各々 0.5克宛ヲ腹腔内ニj主

射シ，而シテ 30分杭過セル後Ji.dH昆ノ顕静脈へ両Ii記坑色葡萄欣球菌々1夜み J.OJ:（従ヲj主入

セリ。カクテ30分！ I, 1時間目，2時間 f'I,4時間 II及ピ8時間日ノ 5同ニ II~ リ前記皮下静脈ヨリ

探血シソノ：／Hl皮血液？Jf_f1／：宗f:i¥I入］(I血球絶針敢ヲ計凶シ，同時ニi'f抹防本ヲ作リ fr1i＼定，染色

（ギームザl¥：；液）シテ白血球200個中ヨリ喰細胞敬，被喰I指数及ピ日食前子教ヲ計算セり。

4. 賓験結果

所見ハ第1表｝＇J有明7｝（ニ掲グラレタリ n

第 I表 原液0.5括討射後／日食菌作用 (:1iiJl平均）
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第 2表

注射前

！血積格
｜液内封
；車．白鍛

｜位血
容球

I 5610 
Gl30 

G780 

G060 

7000 

6160 

注

射

301 

601 

120' 

2401 

後 I480' 

平均． 6420 

法

第 3表

阜液血 積内白 精墜数す ｜ ｜ ｜ 

位容 血球 i 

射 前 5510 

301 5310 

601 5710 

120’ ISOり射 i

l走 I4801 

平均 Il)lij() 

5830 

りJ，）り

］二s.s

10＇煮沸液0.5~注射 f長ノ喰菌作用 (3顕平均）

白増｜ 白血球 200 伺 JI•

的L 減 ！ 淋 巴 球 1 ＂＇性多型核及其他

球卒｜ % ~， % I 喰 ｜荷 : 子
100 I (i/.4 I :::!.G I りり； () 

I 71.2 

21. 7 i 78.:; : 1 :!.;J 

31. 7 i fj8.:: I 5.0 

l!l I 44.5 i 川 I :3. 

山｜削 I 67.2 I 11.0 

喰菌牽 7.3 

1
－

1
1ト

16.:: w 『白B

•.>/.•> ;;.; {j 

18 :: 65.0 83.3 

:l4.0 」6.::
］ふδ 20.3 

10.6 ]3.9 

3G.4 47.4 

201煮沸液0.5銘注射後ノ喰菌作用 (3頭千均）

白靖｜ 白血球 200 側中

血減｜淋巴球！ 巾性多型核及其他

球卒 % I % ・1 喰｜菌 ！ 子
100 I 1s.4 I 川 I 0 I 0 I 0 

96 

103 

36.4 8!J.0 

H0.9 

63.6 

li8.8 
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32目3
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108.6 δl. :! 
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67.0 I 6.:: I g Ii 15.日

I 10.7 i rn.2 : 4！人2 I 仏 4

10.6 

第 4表 日O＇煮沸液 0.5施設射後ノ喰菌作用（3頭平均）

血積絡 1 白増｜ 白血球 200 伺 r[l

液内封｜ ｜ ｜ 

41－白数 l血減｜淋巴球｜ lド性多型核及其他
位血 ｜ ｜一一一一－： I I －一一「一一一一一
容球 ｜球率 l % I %・｜ 喰 ｜ 菌 ｜ 子

注 射前よ三竺 lioo I ＝~~~ l ~~~＇－ : o I o I o 

詮 I so' I 4730 I s1 I 47.8 I 川 I !.l.3 I ..11.s I 50.6 
60' I 7りふり i 121 I 41.2 I 58.8 I lVl I 57.り I 7J .;; 

射 I120' I 仙 o I 111 I 27.5 I 12.5 I i1.o I s..i.3 I 101.3 
240’I 4780 I 82 I 31 .o I 69.0 I 12.3 I 38.0 I 50.3 

480' I ；ろ:JSD I 92 I 40.2 I ~＞ !l.8 I 7.0 I 2」：t I 3!.3 後

之尽 均｜川口7 I 川 I 62.4 I 12.0 I 4!l.O I 61.0 

喰菌卒 10. 7 
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第 6表
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第 7表

注
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個200 球

601煮沸液0.5路注射後／日食菌作用
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，所見概括

1. 現ニ菌鰹ヲ包喰シ居 Jレ喰細胞jJ&L喰「ヲ視察スルニ外注射病ノ A.多数ハ菌波注射後

1時間！ートエ夫々最大ノ J食「ヲ示シ30分煮Lツペルクリン「ノミ 2時間目ニ最大ナリキ。 f千々 ノ

示シタ JレL喰寸／；最大数ヲ拳クーレバ！京Lツベルクリン1ハ17.6, 10分煮」ツベルクリン1ハ18.3,

20分煮Lツベ、Jレクリシ1ハ32.3,30分煮」ツペJレクリン「ハ17.0,40沿煮Lツベルクリン1ハ 16.3,

50分煮LツベJレクリン寸ハ12.3, 60分し煮ツベ‘ Jレ ク りンハ15.3ナリキ。而j シテ L喰•；平均ヲ比

較 スルニ原Lツペルタリン寸ニテハ9.3, 10分煮Lツベルクリン1ニテハ11.0,20分煮 Lツベノレ

クリン「ニテハ16.2, 30分煮Lツベ‘ルクリン1ニテハ12.0,40分煮Lツベ、ルクリン1ニテハ 9.3,

50分煮」ツベソレクリン1ニテハ8.6,60分煮」ツベ‘ルクリン寸ニアハ8.4ユシテ原Lツベソレクリン寸

ヨリ 10分， 20分ト煮沸時間ヲ延長ス Jレニ作ヒ増大シ20分煮沸ニ到リテ最大教ニ建シ向煮沸

ヲ延長スル時漸次減少スルヲ観タリ。

2. 現ニ喰細胞ーヨリ包喰セラレ居Jレ菌鰹ノ敢印チ被喰菌数L菌寸ニ此キ観JレニL喰1 ノ場

合ト同級ニ大韓ニ於テ菌液注射後 1時間 11カ＂Iii.）三数ヲ r1iメタリ。各注射液ノ皐グタル長た

敢ヲダリ記スレパ！京 LツペルクリンI 45.6, 10分煮Lツベ、Jレクリン寸65.0,20分煮しヅベ‘ノレクリ

ンI 108.6, 30分煮しツベ、Jレクリン寸84.3,40分煮しツベソレクリン＇Al.O, 50分煮 Lツベルクリ

ン寸67:3,60分煮Lツペルクリン「 73.0ニシテ20分煮Lツベ、ルクリン「ガ最大ヲ示シ以後煮沸

時間ノ延長エ件レ一進一退ハアレドモ煮」ツペルクリン寸／イ1iJレモガ原Lツペルクリン寸ヲ凌

駕セリ。市シテ」菌寸／平均値ハ原Lツ「ハ26ふ 10分煮しツペJレクリン「ハ36.4,20分煮Lツベ－

Jレクリン寸ハ49.2, 30分煮しツベ、 ）~ クリン1 ハ49.0, 50分煮Lツベ‘Jレクリン「ハ 41.8, oO分煮

Lツベルクリン寸ハ38.9ニシテ是亦煮Lツベソレクリン寸ノ凡：テカ0WLツペJレクリン寸ヲ凌駕シ．

L喰寸ニ於ク Jレト同様ニ20分煮しツベルクリン1カ“最高位ニ在リテ以後煮沸時間ノ延長ト共ニ

L菌1ノ平均値ハ徐々ニ減少セリ。然レドモ60分煮しツベルクリン1ノ；示シタルL菌・1 ト雌モ向

原Lツベ、Jレクリン「ノ夫レヲ凌ク♂コト進ニーたナリキ。

3. 喰細胞数ト被喰菌数トノ和郎チ喰菌子‘数し子寸ヲ計算スルニ概ヰ、」菌寸ト同様ノ開係ヲ

呈シ」子寸ノ卒均ヲ事ク。レパ原 Lヅベソレクリン寸ニ於テハ36.1, 10分煮Lツベ、Jレクリン1 ニア

ハ47.4,20分煮LツペJレクリン寸ニテハ 65.4, 30分煮しツペJレクリン「ニテハ61.0，、40分煮Lツ

ベルクリン寸ニテハ52人 50分煮Lツベルクリン1ニテハ50.4,60分煮Lツベ、Jレクリン「ニテ

ハ47.3ヲ示シタリ。

gp チ L択しツペルクリン1 ト 10分煮L ツベルクリン1 トノ間ニハ抵ニ頴著ナ Jレ差違ヲ認~. 20 

分煮」ツベルクリン1 ニアリテハ夏ニ飛躍J曾大シテ遂ニ最大教ニi主シタリ。而シテ30分煮

Lツベルクリン寸ニアリテハfrtカニ減少シ以後煮沸時間ノ延長ニ作ヒ徐々ニL子寸ノ減少ヲ翻

タレドモ此 J ftfHt1］ヲ泊］＇~ へレバ要 ヘ Jレエ IJitL ツベ、ルクリン寸ヨリモゴ（）分六＇－ ツベソL クリシ寸γ
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デ Il曾大ノ、急激ナリシニ反シ，ソレ以後煮沸時間ノ延長ハ極メ ア絞徐ナ Jレ」子寸ノ減少ニ止

リシコトヲ知レリ。

4. 北ギニ血液軍位本積内白血球絶針数ノ推移ヲ検ス Jレニ 5回エ亘JL-組封数 ） ~1：－：均ハ /Jj\

Lツベ、Jレクリン「6540, 10分煮」ヅベゾレ ク リンー1G.!:20, :20分？？」ヅベ、Jレクリン寸6160,30分煮Lツ

ベJレクリン寸5670, 40分煮しツイJレクリン「6190, 50分煮しツペルクリ ン16130, 60分煮Lツベ

ルクリン15270ニシテ5回ニ .，i＿）レ動揺妖態ハ一律ナラザリキ。而シテ白血球上曾減率1p:均%ニ

於テハJJHLツペJレクリン・1115, 10分煮しツベルクリン1114, 20分煮Lツベルタリン1111,30分

煮しヅベ、Jレクリン197, 40分煮Lツベルクリン「107, 50分 煮Lツベルクリン寸107,60分 煮Lツベ

ルタリン寸 97ニシテ九々ノ問ニ少少ノ差注存スレドモ大鰐ニ於テ一正常時血白球数ニ近似或

ハ近接セントスル傾向ヲ示シタリ。

叉同時ニ検シ得タ Jレi休巴球及ピ ~~t・l:I:多型接細胞ノ＇ I三.l!cJ%ニ於テモ著シキ運庭ヲ認メザリ

キ。要ス Jレニ原Lツベルクリン「1lfZピエ各煮しツペJレクリン l）示シタ Jレ白血球数ノ動揺及ピ

血液像ハ大同小異ナリキ。

5. 叉喰菌卒ヲ求メタルニ！ボしツベソレクリン1 ニテハ5.5,10分煮Lツベルクリン1ニアハ

7.8, 20分煮Lツペルクリ ン1ニテハ10ふ 30分煮Lツベ、Jレクリン1ニテハ10.7,40分煮LツベJレ

クリン「ニテハ8.5, 50分煮LツベJレク リン「ニテハ8.2, 60分煮」ツベ：；レタリン寸ニテハ9.0ニ

シテ喰l菌卒モ比較的ニ規則i巨シ ク煮i9ll時間20分ユ及ピテ念激エ増大シ30分ハ殆ド同教ト 五

フ可ク40分，ろo；上ニ煮沸時間ヲ延長シテ喰菌率ノ、減少シ60分ニ到リテ幾分I曾たシ原 Lツベ

Jレクリン「ニ遥カー卓越シ．結局喰菌卒ニ於テ1＇.｝.タル開係モ喰菌子教ノノJ；シタルモノニ近

似七リ。

5. 所見総括及ビ考察

以上ノ成私＇（ハ棉括シ :T¥,f'i品表ニ掲ゲラレタリ。而シテ之ヲ［叫示シア第11;,-,)jJう七：~ぬ 11， ~J ヲ符

タリ。

第 8表 原液煮沸時間ト喰菌作用トノ関係

品四.&L~tJ~~－1 －－~－－ 子 喧車窓l説法l喰菌率｜原表

。 !J.3 26 8 36.1 6540 110 ;) .. ) 

10 0.5 11.0 36.4 41.4 6420 114 7.3 I 
20 0.5 16.2 4!J.2 65.4 6160 111 10.6 I 
30 0.5 l:!.O 4¥1.0 61.0 5670 g7 I0.7 IV 
・10 0.5 !l.3 ,t:L1) 52 8 6190 107 8.5 y 

50 0.5 日6 41.8 51l.4 6130 107 日2 ¥[ 

60 0.5 自4 38.!J 4i.0 D:no !J7 !l.0 w 
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第 5圏
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上記／所見ーヨリテモ欠ノ認識ニ到達スペシ。

1. 燥しツペルクリンづヲ以テ／喰繭子教ハ何レノ煮Lツベルクリン寸／示シタ Jレ喰l靖子教

ヨリモノj、ナリキ。

2. ）！日」ツペJレクリン1ヲ一定時間煮沸スノレ時ノ、喰菌子教ハ次第エ増大シ， 20分 煮Lツベル

クリン1 ニ到リテ最大値ニ建シ，而シテ夏ニ煮沸時間ヲ延長スルニ件ヒ次第ニ減少スルヲ

見タリ。サレドRO分煮Lツベ.）しクリン「ニ於テ モ）}ftしツペ Jレ クリン1ヲ進カニ i交~！＇.~シ タリ。

3. 次ニ原Lツベルクリン寸］]Eピニ各種煮Lツベルクリン寸ニヨリ L；，巴セ Jレ血液軍位待積内

白血球絶劉数ノ；推移ヲソノ’ド均%ニ就キ検ス Jレニ！京しツベJレクリン「及ピ各種煮しツペJレク

リン寸相互間ニ著シキ差違ヲ認メザリキ。

-1-. 叉H食前率ニアリテモ喰菌:r数ノ；場合ニ'iflド相似な Jレ開係ヲ生ジタリ。

前i記ノ；如ク原LツペJレクリン「注射／；場合モ九煮Lツベルクリン「注射ノ揚合モ「l血球数ノ

動揺ハ大同小異ナリシガ喰菌作用ニ現レタ Jレ成績ハ煮しツベルクリン寸ハ何レモ原 LツペJレ

クリン1ヲ凌駕シタリ。 各煮Lツベルクリン寸ノ：示シタル喰菌作用ト煮沸時間トノ開係ヲ見

Jレニ喰菌子教ニ於テモ F仰企j'.(.jネニ於テモ煮沸時間20分ニ到リ テ長大数ニ注 シ而モソレマデ

ノ上昇ノ度ハ2、政ナリキ（第3刷及ピ~p;-1- 陥！ ） 。

而シテ喰前子教ニ於テハ以後煮沸1時間ヲ延長スル b共ニ徐々ニ減少よ傾向ヲ示シタリト

ハ鍬モ 60分煮しツベソレクリン寸ニテモ遺カニ！ポLツペルクリン「ヲ i交ギ（第3~i品D 且ツ叉喰菌率

ニアリテハ30分煮しツベ‘ルクリ ン「ニテモ20分煮Lツペルクリン1ニ劣Jレコトナク，以後煮沸

時間ノ延長ニ従ヒ幾分減少 シno分ft，＿ツペル クリン寸ニ／えピテハ＇：ijfロ上昇ノ ftJil司ヲ示シテ瀬

パ ニ）}j~L ツペ Jレクリン寸ヨリモ卓越セリ （第4岡） 。

以 tノ：事宜ノ＇ni£.H士J受＇＇－ tムベヂン寸J申説ニヨリテ／ミ説明可能ニシテ之ヲ他＇ l!Jlrh.:=. 

ぷム Jレコ ト能ハ 1ドル壬ノナリ。

以上／所見ニヨリテ僻研盟三之主氏醤lーツペノレクリン「ハI_1ムペヂン寸ヲ含有スルモノニ

シテ此 J Lイムペヂン「ヲ完全＝破却シテ以テ品大ノ抗原能！動力ヲ得ント欲セパ貫ニ帰氏

lOOEtニ於テ20分間煮沸セザル ベカラ ザJレコトヲ知Jレベ‘キナリ。



武野・ p；しツベルクリン勺（1幕府）ユ於ケルLfムペヂン寸／吟味 JZ!ll 

此際抗！京能働力増加ノ割合ハ喰商j七／値エテハ：'.G.1針li!J.-.J.郎千100劉 181自！IチL子1ノ他ニ

テハ81%ノJ曾ーたナリ。

原Lツベル クリン寸ヲ煮沸スJレニ｜際シ其ノ ；煮沸時間ヲ10分 ヨリ遁加 シテ60分トナシ タJレー

爾他同一｛庭内：ノ 下ニ於テハソレニヨリテ技生スJレ白血球過乙ノ程度ハ原Lツペルクリシ寸ニ

テハ115,20分煮沸後ト Fレバ 111,40分煮沸後トナレハ107,60分煮沸後トナレパ97ニシ

テヨ欠第ニ白血球過多ノ程度小トナルコトヲ諸メタリ。此ノ~日係ハ第乃岡ニ於ア曲線ヲ .！：）、 テ

示サレタ h 以 kr：事貫ハ印チ煮沸ニヨリテ原しツベル クリ ン1ノ毒カヵー漸毛穴ニ少シ宛減弱

シ行クノ詮ナリ。 ' I 

故ニ原しツベル クリン1ヲ20分乃王30分煮沸スル時ハー商ニハLfムぺチン寸ヵー完全エii'!-9( 

シテ従テ共ノ抗原能働力ハ民大トナリ，他両ニハ其ノ者力ハ却テ棺々僅カニ軒減セラ Jレ、

モノナルコトヲタ11）レ。

6.結論

1. 偽研製三ヱ竺氏菖しツベJレクリ ン可ハ 1時間蒸気消毒ヲ受クタ Jレモノナ Jレニモ拘ラ ス・

共ノ中ニハ獅ホL'fムペチン「ヲ含有スルモ／ナリ。

2. 此ノ」 fムペヂン寸ヲ破却ス Jレニ好適ナ Jレ煮沸時間ハ20分乃王30分ナリキ。

3. 原Lツベソレクリン1 トコレヲ夏ェ20分間煮沸シテ以テL'fムベヂン1ヲ完全ニ破却 シタ

ルモノトヲ比較スルニ共ノ抗原性能働力ハ喰菌子教ニテハ 100針181ノ」：ヒトナリタリ n 町

チ81%ダナ喰菌作用促準能的jカガ増強セラレタリ。

4. 此ノ際20分煮沸L ツ ベソレク リン1 ノ iti~ ）Jハ原Lツペルクリン－， ) ~ ＼ ［·.力ヨリモ却テ減弱セ

J。

5. 苦Lツペルクリン「ヲ使用ス Jレニ首リテハ嬬1¥;100度ニ於テ20分乃宅30分間煮沸 シテ

以テ完全ニLイムベヂン「ヲ破却シ然ル後＝使用スペキモノナ九版Lツベルクリン1ハ20分

煮Lツペル クリン1ニ比スレパ一同ニハJ主力大 ニシア他両ニハ抗原能働力小ナルモノナリ n


